
令和　７年　６月３０日

川中島建設（株）

長野市篠ノ井岡田２００－１

篠ノ井横田地区浸透対策工事

長野県長野市篠ノ井横田地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　７月２４日

工 期 (至) 令和　７年　７月１８日

　２２２，５３０，０００円（税込み）

＋　７１，１１５，０００円（税込み）

　２９３，６４５，０００円（税込み）

別紙のとおり

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

築堤護岸　一式

工 事 種 別

工 事 場 所

（第4回）契約変更の内容

工 事 の 名 称



変更契約の内容別紙

本工事は、当初標準断面による概略発注であったが、特記仕様書第６０条に基づき、工事に係る詳細設計が完了し

たことから、詳細設計を反映させた設計変更を行うものである。

詳細設計反映に関連した主な増工としては、掘削及び法面整形に係るICT施工費用の増、残土処理工（表土処分）

の増であり、工事を進める上で、一体的に施工する必要があった。当初は標準断面発注であったため、坂路整備は

計上していなかったが、本工事区間は川裏側は家屋連担部であり、川表側は高水敷に耕作地（民地）があることか

ら、詳細設計を行う中で地元協議を進める内に既設坂路の再整備などが必要となった。

本工事区間は家屋連担部であることから、工事着手前の地元説明において、工事内容の理解促進及び工事影響範囲

をわかりやすく明示する必要が生じたため、特記仕様書第２８条に基づき、ＢＩＭ/ＣＩＭ適用工事として3次元モ

デルの活用を行う必要が生じた。

また、川表側の遮水矢板施工にあたり、工事車両ヤードなどの仮設として一部の耕作地（民地）を借地しており、

地権者と協議をする中で工事完了後に耕作地として返地することが借地契約の条件であったことから、現場を改変

しないために敷鉄板の設置・撤去が必要となったことから増工となった。

変　更　理　由
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令和　７年　４月３０日

川中島建設（株）

長野市篠ノ井岡田２００－１

篠ノ井横田地区浸透対策工事

長野県長野市篠ノ井横田地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　７月２４日

工 期 (至) 令和　７年　６月３０日

２２２，５３０，０００円（税込み）

　　　　　　　　±　０円（税込み）

２２２，５３０，０００円（税込み）

　本工事区間である篠ノ井横田地区における工損調査について、堤防強化工事
一連区間が家屋連担部であり、調査戸数が多数あったことから、対象施設との
調整及び調査完了までに想定以上の時間を要し、工期内工事完了が困難となっ
た。これにより、令和７年６月３０日まで工期を延伸するものである。

（第3回）契約変更の内容

工 事 の 名 称

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

築堤護岸　一式

工 事 種 別

工 事 場 所

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）



令和　７年　３月３１日

川中島建設（株）

長野市篠ノ井岡田２００－１

篠ノ井横田地区浸透対策工事

長野県長野市篠ノ井横田地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　７月２４日

工 期 (至) 令和　７年　４月３０日

２２２，５３０，０００円（税込み）

　　　　　　　　±　０円（税込み）

２２２，５３０，０００円（税込み）

当初予定していた工事用道路の経路について、地元調整の結果経路の見直しが
必要となり、計画の再検討に時間を要したことから工期を令和７年４月３０日
まで延伸するものである。

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

築堤護岸　一式

工 事 種 別

工 事 場 所

（第2回）契約変更の内容

工 事 の 名 称



令和　７年　２月２０日

川中島建設（株）

長野市篠ノ井岡田２００－１

篠ノ井横田地区浸透対策工事

長野県長野市篠ノ井横田地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年　７月２４日

工 期 (至) 令和　７年　３月３１日

２２２，５３０，０００円（税込み）

　　　　　　　　±　０円（税込み）

２２２，５３０，０００円（税込み）

本工事区間に隣接して別途工事を発注しており、本工事及び隣接工事施工範囲
付近には民家等が近接しているため、当初より周辺工損調査として家屋調査を
実施することを想定していたが、地元への工事説明会を実施し調査件数を確定
させたところ、当初想定より調査に時間を要することが判明した。家屋調査完
了後から工事の施工が可能なため、工程を見直したところ令和７年３月３１日
まで必要となったことから工期を延伸する。

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

工 事 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 の 住 所

築堤護岸　一式

工 事 種 別

工 事 場 所

（第1回）契約変更の内容

工 事 の 名 称
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